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2026 年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想との差異に関するお知らせ 

 

2025 年５月 15 日に公表いたしました 2026 年３月期第２四半期（中間期）（2025 年４月 1 日～2025 年

９月 30 日）の個別業績予想との差異に関して、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 
１．2026 年３月期第２四半期（中間期）の個別業績予想との差異 

 
売上高 営業利益 経常利益 

中間 

純利益 

１株当たり 
中間純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

5,120 

百万円 

460 

百万円 

455 

百万円 

320 

円  銭 

11.14 

今回実績（Ｂ） 5,057 676 674 511 17.82 

増減額（Ｂ－Ａ） △62 216 219 191 － 

増減率（％） △1.2 47.0 48.3 60.0 － 

（ご参考） 
前期第２四半期（中間期）実績 
（2025 年３月期第２四半期） 

4,914 836 836 608 21.19 

 
２．差異の理由 

 2026 年３月期第２四半期（中間期）における利益の改善要因につきましては、売上高全体としては若

干未達であったものの、採算性の高い製品の売上が好調に推移したことによるセールスミックスの改善

ならびに、想定よりも製造原価の上昇を抑えられたことによる売上総利益の増加、さらに研究開発費や販

促費等の下期へのずれ込みにより販売費及び一般管理費が想定よりも減少したこと等によるものです。 

その結果、営業利益、経常利益及び四半期純利益は前回公表予想を上回りました。 

 なお、通期では円安進展に伴う製造原価の上昇懸念や研究開発費や販促費等についても予定通りの発

生となる見込みであることから、現時点では、2025 年３月期決算短信（2025 年５月 15 日公表）に記載い

たしました通期業績予想に変更はありません。 

 

 

 

以上 


